
横浜 “三渓園"散歩
神奈川地区

ハイキングサークル
平成27年 6月 27日 (土 )

《スター ト点 (バス停本牧三渓園入 り日)～ ゴール点 (バス停本牧三渓園前 )》

コース

根岸駅前 バス⑦番乗場 乗車→本牧三渓園入口下車・……上海横浜友好園・…・・とんぼ池の橋
…三渓園南門・……①旧天瑞寺寿塔履堂～⑫鶴翔閣……正門・……本牧三渓園前バス停
バス8系・148系乗車→桜木町駅前下車    バス料金¥220円 三渓園入園料¥500円

バスダイヤ 8系 横浜駅行 13時16分 ・14時 1分 ・14時46分・15時32分

148系 急行横浜駅行 13時39分・14時27分 ・15時9分

本政問F号 藝隣花苑
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0要萎繊青資 、警
秀吉が母のために理てた
長寿を祝う寿塔の覆堂
天正19年(1591)艤 豊臣秀

吉が母のために建てた寿塔を覆

うための建物.秀吉の創建と確認

できる数少ない建築のひとつ。

0責評
九憲事と呼ばれた
三畳台目の小間茶室
茶室内に9つの窓があることか

ら、九窓事と呼ばれていた。多く

の窓が華やかな印象を与える。織

田有楽の作品とされている。

迦餞頻伽や蓮の花など、彫りの深い

彫刻は義厳さを感じさせる

臨 当初は現在の春車饉の位置にあつたハ 第二

次世界大戦後に竹林にある茶菫という構想のもと、

現在の位置― された 二曇中板のrJ3と六量の

醜 土間から形成される

僣D琴露甲
禅寮様の建築様式
原家の持仏堂
慶口4年(1651)に建てられた、

鎌倉の旧心平寺の地囀饉L当時堂

内にあった地薇像は建長寺仏殿

内にある。大正5年 (1916)三漢

目に繊

国内でも異彩を放つ
特徴的な2層建築
元和9年 (1623)江戸3代将軍

徳

'II家

光により建てられたとさ

れる2層構造の楼閣建築。S字状

の階段や、平面を斜めにした部分

を書院窓とするなど、独創的な意

匠で構成されている。

新繰と紅業の時季には間近で見学できる

-4Tがつた入日は、舟から直接入るためともいわれる

内苑の最奥部にひつそりとたたずんでも`る



o月 琴殿

慶長8年 (1603}建築
徳り|1家康ゆかりの建物
徳川家康により、京都伏見城内

に建てられたものといわれてい

る。大正7年 0918}に春草鯉と

ともに三渓国に移築された。

籠壁画:よ桃山時代の面家、海1じ友松に

よる 内部 ま壼毛窟とつなかつている

0宇l甲

原三漢が晩年を過とした
数寄屋風の建物
大正9年(1920)建築t三渓籟

を創設した原三渓が、晩年亡くな

るまでの約20年間を過こした。

当時では珍 しい電話室やシャ

ワーなど近代設備が整っていた。

襲 観嵐 抑 制賠 應ヽ 浸
に関する翼調ヽ二演自筆切嗜衝kゆか
麟 鵜 噺 菫 -0
-な どを晨示している

三爆園のシンボルは関東地方で最古の塔としヽわれている

原二濃が大正7年

11918)に 建てた金

毛窟
`よ

―曇台日
の極′itO茶室 床
壌に京都大篠寺の

三円である金ヨ鴨
の高欄の架木を利

用したことからこ

の名かついた

C)臨青甲
3檬で構成された
紀州徳サ|1家夏の別荘
慶安2年 (1649)紀州徳

'il家

初

代徳JII頼宣が現在の和歌山県岩

出市に建てた別荘を、 大正6年

(1917)三漢国内に移築。各部屋

の欄間は癒向が凝らされている。

内部の捜絵lt狩野探理、狩野安信なと

によつて機かれている

OF寧警青
「

事警
国内全域から望むことが
できる三渓国の象徴
康IF_3年 (1457)建築:聖武天

皇創建の京都燈明寺境内にあっ

た塔。超 年(19141に移築
`

毎年夏季に内部を公開している



Q)甲琴事青摯殿 嘔)暉本要辱琴筆宅 0甲寧甲青査宇
禅宗様の特色が残る建築
鎌倉東慶寺の仏殿を奉納
北条時宗の奏、覚山尼が弘安8

年(1285)創 建した東慶寺。仏殿

は寛永11年(1634)の再建時の

もの。駆け込み寺として知られる。

茅葺屋根が印象的な民家
古い展具も展示

岐阜県大野郡荘川村岩瀬に

あった合掌造の屋根が特徴的な

民家.ダム建設により昭和35年
(1960)三渓園に寄贈された。

聖武天皇勅願により創建
された京都の吉寺の建築
昭和62年 (1987)、 京都燈明寺

から5年がかりで移築。建築され

た室町時代当初の姿に戻された。

一一鍼
0彎響甲
飛機する鶴を思わせる
利用できる有形文化財
明治35年 (1902)三漢園達成

の星がかりとなった楽室棟、茶の

間棟、客間棟からなる原家の旧亀

かつては横山規 下村観山など、

日本美術院の画家が創作のため

に滞在したこともあった。現在も

大規模な茶会、旬会から、賓客接

還、結婚披露婁、展示会など、幅

広い用途で利用できる。

三渓園天満宮t三漢園近くのl日家、高
梨家が代 紀々つた錦門天神を移した

■■■隈野藤野   =r_｀卜、  ・
震災や戦災で多くの改変かなされたが、平成 12年 (2000)完成の修復工事で、建築当初の姿に戻された

翻 よ雛 451「 (19Ю ):こ難
流林洞会から寄贈された茶室

屋根の妻側にある火灯意に注目
畷目日鳳閣い由姜ホ蹴鶴議逮■ 1籍  1
明治40年 (1907)に鎌倉から移築された 屋内の春日厨子は国内最大級


